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コロナ禍におけるプログラムの実施 

－プロジェクターを活用したプログラム－ 

社会福祉法人奉優会 デイホーム野沢  

青木 一生、葭原 華陽  

（プログラムの活性化 プロジェクター活用 ＡＤＬ向上） 

 

１．目的 

 コロナ禍になり早２年近くになっています。それまでは

様々な音楽プログラムや手工芸・ダンス・歌会などのボラン

ティア様でプログラムを盛り上げていただいていました。 

コロナ禍の中、外部の方々の来所が出来なくなり、職員内で

実施すべく方法を考えざるを得ない状況となりました。そこ

で、従来の書道・折り紙・ゲームに分かれての選択プログラ

ムに加え、プロジェクターを使用したプログラムを始めまし

た。 

 

２．実践内容 

 従来のプログラムは、書道・折り紙・ゲームに分かれて頂

き、職員をそれぞれ配置し行っています。そこで令和２年か

らプロジェクターがフロア内に設置されました。プロジェク

ターは大きな画面でフロア内のすべての利用者様が見えるよ

うに配置されています。 

撮影した動画・ユーチューブなどの動画、写真のスライドシ

ョーなど様々な形態を放映できるようになっています。 

①他事業所の職員によるダンス体操・昭和歌謡集・三木

住職怪談説法・動物おもしろ動画集、など人気があり

恒例化したチャンネルを放映しています。 

②折り紙や手工芸の指先など、スマートフォンでＬＩＶＥ

撮影したものを大画面で見て頂いています。 

 

３．結果 

 ボランティア様の手助けにより楽しんでいただけることは

大切ですが、我々職員によるプログラムの活性化を見直す機

会が持てました。マンネリ化したプログラムを続けるだけで

はなく、新しいものを取り入れ、利用者様が飽きないプログ

ラムを考えるようになりました。 

奉優会デイホーム野沢 
「夏の怪談説法」 
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４．考察と今後の課題 

デイのプログラムはマンネリ化しがちです。元々季節感を演出するような運動会や敬老会、クリス

マス会など年次行事は行っていますが、それ以外の日常的なプログラムが課題になっていました。 

今回、プロジェクターが導入されたことにより、普段見られない風景や昭和の映像など、利用者様

が楽しめるチャンネルも多く、マンネリ化の打破に役立ってはいます。 

ただし、このままではいずれ飽きが来てしまうものです。 

今後はゲーム機を使用し体験型のゲーム（Ex ボーリング・ゴルフ・野球 etc）で体を動かして頂い

たり、対戦型のゲーム（Ex 麻雀・囲碁将棋・パチンコ etc）で趣味を満喫して頂けたらと考えていま

す。 

まだまだコロナ禍は続きそうです。コロナに負けることのない活気のあるプログラムで、利用者様

のＡＤＬやＱＯＬの維持につながればと考えています。 
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コロナ禍により、デイサービスはどこの施設も利用減にあり苦戦が続いています。そうしたなか、ピ

ンチをチャンスに変えた素晴らしい取組みと言えます。 

 そもそも、人間に入る情報は視覚によるものが多くを占めます。またプロジェクターを活用した動画

をプログラムに取り入れることで、事前にプログラムのブラッシュアップも容易になり、ご利用者へよ

り良いプログラム提供も可能になります。現在は様々な動画が世にあふれており、ご利用者の興味を惹

かれるものへの選定にも工夫がされているようで感心しました。 

 一方で、ボランティアの方々は双方向に会話ができる強みがあります。そうした触れ合いを楽しみに

されているご利用者もいらっしゃるはずです。そうした点を職員の方々が上手にカバーしていくことが

大切です。動画を流しっぱなしにはせず、題材としてコミュニケーションをとりご利用者の満足度向上

にいかせればと考えます。 

 今後の課題として体験型や対戦型のゲーム導入をあげていますが、まさに同感です。近年は eスポー

ツが話題になっていますが、身体を動かす機会になればご指摘の通りADLや QOLにつながっていきます。

特に麻雀や囲碁将棋は、比較的デイサービス利用のハードルが高い男性にとっては良いインセンティブ

になります。 

 これからもソフト選択やコミュニケーション確保を工夫し、コロナ終息後もボランティア活用と両立

させ、魅力あるプログラム提供を目指してください。発展性の観点から、大いに期待できる取組みです。 
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